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て(帰 宅)途 中からで も電話 してこなかったの」 とな じるように言 う妻に,後悔の念を
抱 きつつも,「そんなことではない」と胸のなかで思わず眩いた。
その日,飯野研究室の藤井,岩 田と流通科学大学の研究室で,ウ ィリアムソン編 「組
織理論 バーナー ドから現代および未来へ 』の翻訳検討を行っていた。監訳者の
飯野先生が残b1章 を私たちに託 して入院されたからである。ここ10年ばか り,夏,冬,
春といった休暇ごとの検査入院,療 養入院,(私たちは静養入院と呼んでいた)を 常と
されていたとはいえ,こ の度の入院は些か気にはなっていた。冬から春にかけての入院
がいつ もに比べると長かったのと,学期途中で 「疲れた」 と不調を訴えられる電話を頂
いたからである。「後は何 とか しますから,大学の方は直 ぐ休講 して,静 養して くださ
い」 とお話 したものの,.いつもとは少し違 うものを感 じていた。それで も,翻訳検討会
の後,三 宮で飲みながら 「飯野先生の退院祝いを兼ねて,近 くでどこかに行こう」と相
談したのは,6月 の終わ りに,電話で飯野先生ご自身が 「7月末には退院 し,翻訳にも
目を通 したい」と元気そうに話されていたこともある。先生の入退院に,私 たちが慣れ
てしまったこともあろう。また,先 生の病状を小さく見せるたあに,周 囲に 「検査入












謦咳に接 して28年。親 しくご指導を受けるようになってからで も20年が過ぎた。その間
に私たちが受けた影響と濃密な時間の共有を,単 に 「学恩」 という言葉では表現し切れ
ない。私には今で も飯野.先生を冷静に振 り返ることが難 しい。
...「飯野といえば,バ ーナー ド。バーナー ドといえば,飯野」と誰もが納得するほど,
飯野先生のバーナー ド理論研究は深かった。善 し悪 しは別にして,そ れは 「経営管理
論」の講義にも反映 し,.かつて私が次のように書 くほど徹底 していた。「学生時代,ク
ラブ活動にうつつを抜かし,そこの卒業生だと実感する私が,珍 しくも出席 した講義は
バーナード一色といってもよいほど強烈だった。それにひかれて,聴 き続けたら,他学










この 「バーナー ド研究』の普及版とでもいうべき企画が有斐閣から持ち込まれ,飯 野
春樹編著.「バーナー.ド経営者の役割』(有斐閣新書)と して出版されたのが,翌79年
である。飯野.先生が植村省三先生に執筆を依頼された阪急長岡天神駅前の喫茶店に私も
お供 した。その他の執筆者は。「中堅 ・若手がいいだろう」というこζで,そ の場で,
高澤十四久(現専修大学教授)さ んと吉原正彦(現青森公立大学教授)さ んに決定し.
それに私も加えられた。この新書は,1995年現在で15版を重ね,経 営学としては息の長









バーナー ド研究といえば,バ ーナー ド誕生100周年記念事業も忘れられない。飯野先
.β生が関大か ら移 られて間 もない京大で,内 外のバーナー ド研究者を集めて記念大会
・(1996 ,11,7-8)が盛大に催された(飯 野春樹 編 「人間協働」文眞堂 〔1988〕に収
録)。ウォルフ.・飯野の手になるバーナー ドその人の英文論文集 とその翻訳(飯 野監訳),
それにノーベル賞(1978)を受賞したサイモンを4#じめとする17人の論文集 『バーナー













セットで北海道,九 州へと研究会に出かけ,土 地め美味 しい ものをよく食べ歩いたもの
























求之(福 井県立大学助手)と 磯村和人(福 島大学助教授)の2.人に過ぎない。飯野研究
会には,そ れ以外に院生時代から阿辻茂夫(関 西大学助教授)も 参加 していた。そして,
この数少ない教え子たちも,自由放任ともいえる飯野先生の下だからこそ,育 ち育てら
れたともいえる。自由な議論とどんな辛辣な批判も許された。その矛先には,飯野先生





憾なく発揮されているが,こ の趣味が辛 く生かされたのが,昭 和56年〔1981)10月に亡
くされた奥様を偲ぶr菊 一轍(1983)であった。私 と大学時代に私が所属 していたク
ラブの後輩 ・阪上君(東 洋紙業)と がお手伝いしたが,残 された絵と書に,先 生の撮 ら
















ですよ。藤井 も報告します し,.行きましょう」と誘った。.ロー カル色あふれる青森公立
84(260). 第157巻 第2号
大学での懇談会で,楽.しそうに歓談される飯野先生。学会終了後に岩田,.田中をまじえ
て ドライブした十和田湖 と奥入瀬渓流で,「しまった。一眼 レフを持ってくるんだら
た。」と悔 しそうにコンパク トカメラを覗き,「こんなに綺麗のなら,ま た来たいな」と
いっておられた飯野先生。その時の写真を前にすると,あの独特の口調で 「もしもし,
`汐飯野ですが」と,今 にも電話がかかってくるような気が して,素 直に合掌する気になら
ないのである。
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